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第310号

毎月10日・25日
福岡県遠賀郡

水　巻　町　発　行

さあ早く、走って跳んで

わたしの運動能力ばつぐんよ．／

でもちょっぴりきついこのテスト

「近ごろのこどもは体格は良くなったが、

体力がない」などとよくいわれます。水巻町

の少年、少女たちの体力は、運動通性はどう

でしょう。町体育協会・スポーツ少年団本部

主催で5月26日、226人の少年少女が5種目

の運動適性テストにいどみました。

みんなばつぐんの運動神経、上級のバッチ

がもらえると自信満々です。

町には現在3種類28団体のスポーツ少年団

があり、盛んな活動を行なって、スポーツを

通じて少年たちの体力向上と健全な精神の発

達に努めています。

入会ご希望の万は町教育委員会にお問い合

わせください。

町の人口

（49年4月末現在）

人　口　23，956

男11，646

女12，310

世帯数　　7，051

火災の通報は69ト0119番

（遠賀郡消防署）へ
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私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
に
、
勝

手
に
と
び
込
ん
で
き
て
静
け
さ
を
破

り
、
不
快
を
感
じ
さ
せ
る
騒
音
、
こ

の
騒
音
を
規
制
す
る
基
準
が
水
巻
町

で
も
、
五
月
十
八
日
付
で
地
域
ご
と

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

町
は
四
月
に
、
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
法
に
よ
る
規
制
の
第

一
歩
と
し
て
、
諸
市
計
画
法
に
よ

る
、
地
城
に
よ
り
建
て
る
謹
物
の
用

途
を
制
限
す
る
用
途
地
域
の
決
定
を

行
な
い
ま
し
た
が
、
今
回
公
害
関
係

の
う
ち
、
住
民
の
日
常
生
活
に
も
っ

と
も
関
連
の
多
い
騒
音
に
つ
い
て
も

規
制
す
る
基
準
を
決
め
た
も
の
で
、

こ
の
あ
と
に
悪
臭
防
止
法
に
よ
る
惑

臭
を
規
制
す
る
地
域
の
決
定
を
行
う

作
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
法
に
よ
る
規
制
は
、

一
面
で
は
規
制
を
受
け
る
工
場
、
事

業
場
等
に
、
今
ま
で
に
な
い
経
費
の

支
出
や
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の

た
め
、
工
場
や
事
業
場
、
経
営
者
の

万
々
の
積
極
的
な
協
力
を
強
く
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

住みよい生活環境づく

りのために
〆■

地
域
指
定
後
は
、
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の

基
準
に
よ
っ
て
生
活
環
境
が
守
ら
れ
る

地域別の規制基準きまる

こ
の
騒
音
規
制
法
に
よ
る
騒
音
に
つ

い
て
規
制
す
る
地
域
の
指
定
は
、
県
知

事
が
町
長
の
意
見
を
聞
い
て
行
な
う
も

の
で
、
福
岡
県
内
で
は
す
で
に
全
部
の

市
と
十
七
町
が
四
十
四
～
八
年
に
指
定

を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
水
巻
町
は
こ

の
法
に
よ
る
地
域
規
制
を
現
在
ま
で
う

け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
県

の
条
例
で
町
全
域
が
一
応
第
二
種
地
域

と
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

あ
く
ま
で
応
急
的
な
も
の
で
あ
り
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
規
制
が
必
要
な
時

期
を
む
か
え
て
い
た
も
の
で
す
。

Ｊ
水
巻
町
は
今
回
他
の
五
十
町
と
同
時

に
①
五
月
十
八
日
付
で
「
騒
音
規
制
法

に
基
づ
く
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生

す
る
騒
音
及
び
特
定
建
設
作
業
に
伴
な

っ
て
発
生
す
る
騒
音
に
つ
い
て
規
制
す

る
地
域
」
が
指
定
さ
れ
、
㊥
五
月
十
六

日
付
で
「
自
動
車
騒
音
の
限
度
を
定
め

る
命
令
の
蘭
定
に
基
づ
く
区
域
及
び
時

間
の
区
分
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
水
巻
町
の
騒
音
の

規
制
地
域
は
下
図
の
よ
う
に
第
一
種
か

ら
第
四
種
地
域
に
分
け
て
規
制
さ
れ
、

そ
の
規
制
の
基
準
は
別
表
①
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

1日
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騒
音
規
制
に
つ
い
て
の
お
た
づ

ね
は
住
民
相
儀
室
へ

6
0
1
4
3
2
1

（3）

騒
音
問
題
は
昭
和
四
十
三
年
ま
で
は

国
の
行
政
施
策
の
対
象
と
は
な
っ
て
お

ら
ず
、
県
や
市
町
村
の
問
題
と
し
て
と

り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
騒
音
問
題
が
き
わ
め
て
地

域
的
な
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
県
や

市
町
村
の
段
階
で
処
理
で
き
る
問
題
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
す
。

し
か
し
、
産
業
活
動
の
急
速
な
進
展

と
人
口
の
都
市
へ
の
集
中
に
伴
な
っ
て

騒
音
問
題
は
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
き
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
よ
く
ご
存

じ
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
近
年
に
お
け
る
都
市
の
ス
プ

ロ
ー
ル
現
象
、
急
激
な
自
動
車
の
普
及

な
ど
に
よ
っ
て
、
覇
者
問
題
が
特
定
の

地
域
に
お
け
る
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

全
国
的
な
問
題
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
全
国
的
に
も
、
公
害
に
関
す
る
苦

情
・
陳
情
の
中
で
も
騒
音
に
関
す
る
も

の
は
最
も
多
く
、
例
年
四
十
パ
ー
セ
ン

ト
前
後
を
占
め
、
住
民
の
日
常
生
活
に

身
近
な
公
害
と
し
て
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。水

巻
町
で
も
、
一
般
住
居
と
近
接
す

る
工
場
や
事
業
場
の
騒
音
に
対
す
る
苦

情
が
あ
り
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

騒
音
規
制
は
、
こ
の
よ
う
な
住
民
生
活

に
支
障
を
与
え
る
騒
音
を
規
制
し
、
住

民
の
生
活
環
境
を
騒
音
か
ら
守
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

届
出
が
必
要

特
定
施
設
の
設
置

や
特
定
建
設
作
業

で
は
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
守
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
騒
音
を
な
く
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
騒
音
規
制
法

で
は
、
住
民
が
且
常
生
活
を
営
む
う
え

で
問
題
と
な
る
騒
音
に
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
　
工
場
・
事
業
場
か
ら
の
騒
音

㊥
　
建
設
作
業
に
伴
な
っ
て
発
生
す

る
騒
音

㊥
　
交
通
機
関
に
よ
っ
て
発
生
す
る

騒
音

④
　
深
夜
業
を
営
む
場
所
か
ら
の
騒

音
⑤
　
そ
の
他
宣
伝
カ
ー
・
拡
声
機
な

ど
に
よ
る
騒
音

こ
の
う
ち
、
騒
音
規
制
法
に
よ
っ
て

規
制
さ
れ
る
騒
音
は
①
の
工
場
・
事
業

場
か
ら
の
特
定
施
設
に
よ
る
騒
音
、

㊤
の
建
設
工
事
と
し
て
行
な
わ
れ
る
作

業
の
う
ち
、
著
し
い
顧
音
を
発
生
す
る

特
定
建
設
作
業
、
㊥
の
う
ち
、
小
型
、

大
型
の
特
殊
自
動
車
を
除
く
自
動
車
騒

音
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
音
の
大
き
さ
が
時
間

帯
、
場
所
に
よ
っ
て
制
約
を
う
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

④
⑤
の
深
夜
業
を
営
む
飲
食
店
や
、

拡
声
機
を
使
用
す
る
商
業
放
送
な
ど
の

騒
音
に
つ
い
て
は
、
附
近
の
住
民
の
生

活
環
境
を
守
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
に
、
地
域
の
条
件
を
考
慮
し
な
が

ら
、
営
業
時
間
を
制
限
す
る
な
ど
の
必

要
な
処
置
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
工
場
や
事
業
場
の
特
定
施
設
の

設
置
、
特
定
建
設
作
業
は
事
前
に
町
長

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
が
あ
り
ま
す
。

基
準
以
上
の
疎
音
を
出
す
施
設
な
ど

に
つ
い
て
は
改
善
の
勧
告
や
命
令
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に

し
て
住
民
の
生
活
環
境
を
守
ろ
う
と
し

て
い
る
の
が
覇
者
規
制
の
目
的
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
工
場
な
ど
に
設
置
す
る
特
定
施
設
、

特
定
建
設
作
業
に
つ
い
て
は
、
別
に
お
、

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
関
係
者
は
ご
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
）

騒音の例と人体への影響

騒　音　の　例　　　　　　人体への影響

40－45　睡眠がさまたげられる
50～55　落ちつかない
食欲減退。会話のじゃまになる、
血圧が上昇する
85　気持をいらいらさせる
消化不良となる
100以上　長時間さらされると難聴
となる。短時間でも一時難聴

青年がやっと聞ける
夜の静かな庭園
夜の静かな住宅地
静かな公園内
静かな事務所
普通の会話（11形）
騒々しい事務所
国電車内
地下鉄車内
国電通過中のガード下
非常にうるさい工場

音の大きさ
ホン（Ａ）
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Ｊ
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ｈ
Ｊ
．
Ｉ
Ｊ
．
い
㍗
Ｈ
ｈ
Ｈ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
ｒ
〆
．
戒
Ｊ
ｈ
ｌ
い
ー
計
ｈ
Ｕ
ｄ
ｕ
Ｊ
ｈ
Ｈ
Ｊ
一
1
ぷ
1
Ｈ
ｈ
ｈ
Ｊ
ｈ
ｌ
Ｐ
Ｐ
い
Ｊ
Ｊ
は
Ｊ
ｒ
－
－
Ｊ
買
い
境
Ｈ
ｈ
Ｊ
－
ブ
タ
塙
に
昌
一
せ
ｄ
ｌ
軸
い
軸
ｒ
Ｊ
て
ｒ
童
Ｐ
ｎ
Ｊ
ｒ
Ｌ
Ｈ
ｑ
Ｐ
Ｊ
ｌ
霊
ｈ
ｈ
ｌ
ｕ
Ｊ
ｒ
ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｊ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
ｒ
Ｓ
Ｊ
Ｈ
ｈ
ｌ
Ｈ
ｒ
ｈ
Ｍ
Ｊ
Ｈ
・
い
Ｊ
Ｓ
蝿
Ｈ
ｈ
コ
Ｈ
ｒ
ｌ
－
ユ
Ｐ
Ｊ
Ｐ
－
い
1
Ｈ
Ｐ
ｈ
ｌ
Ｈ
ｒ
ｎ
Ｈ
・
Ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
Ｊ
ｈ
Ｈ
Ｊ
ｌ
い
せ
が
嶋
町
Ｐ
式
、
Ｕ
Ｈ
ｈ
Ｊ
ｈ
つ
い
1
ｒ
い
い
い
室
Ｓ
Ｊ
い
＿

工
場
・
建
設
業
な
ど
の

関
係
者
は
ぜ
ひ
出
席
を

騒
音
規
制
に
つ
い
て
の
説
明
会

今
回
の
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
地

域
の
指
定
に
よ
り
、
水
巻
町
内
は
第

一
種
か
ら
四
種
ま
で
の
地
域
に
分
け

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
ま
で
県
に
届

け
て
い
た
特
定
施
設
や
特
定
建
設
作

業
の
届
け
出
を
、
町
に
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

関
係
者
の
方
は
ご
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。

一
、
日
　
時
　
6
月
1
8
日
　
1
3
時

二
、
場
　
所
　
町
民
会
館
　
日
本
間

三
、
説
明
事
項

①
　
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
町
内

地
域
指
定
の
区
分
に
つ
い
て

㊥
　
騒
音
規
制
の
対
象
と
な
る
特

定
施
設
に
つ
い
て

㊥
　
騒
音
規
制
の
対
象
と
な
る
特

定
建
設
作
業
に
つ
い
て

④
　
規
制
の
基
準
等
に
つ
い
て

⑤
　
そ
の
他

四
、
対
象
者
　
特
定
施
設
、
特
定
澤

設
作
業
を
行
な
う
工
場
、
事
業
場

建
設
業
関
係
者
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国
庫
債
券
を
担
保
に

事
業
資
金
を
貸
付
け

心
配
ご
と
相
談

日
程
の
変
更

ｎ
Ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
ｈ
Ｊ
Ｌ
Ｊ
ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｉ
Ｊ
Ｌ
Ｈ
ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｊ
ｒ
ｌ
い
ｈ
Ｊ
ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｒ

切
替
え
は
早
め
に

老
人
医
療
受
給
者
証

次
の
日
程
で
老
人
医
療
受
給
者
証
の

切
革
え
を
い
た
し
ま
す
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
は

6
月
3
0
日
が
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

切
替
え
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と
7
月

1
日
か
ら
は
、
旧
受
給
者
証
が
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
切
替
日
時
　
6
月
1
9
日
～
2
1
日
　
9

時
～
1
6
時

◇
場
所
　
役
場
別
館

◇
持
参
す
る
も
の
　
印
鑑
、
保
険
証
、

扶
養
者
の
所
得
証
明
書
（
源
泉
徴
収

票
）

※
扶
養
義
務
者
が
町
内
に
居
住
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
必
ず
所
得
証
明
書
を

持
参
く
だ
さ
い
。

6
月
中
に
提
出
を

児
童
手
当
の
現
況
届
け

毎
年
6
月
は
児
童
手
当
の
現
況
届
を

す
る
月
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
を
し
な
け
れ
ば
、
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
6
月
分
以
後
の
手
当
を
、

引
き
続
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
受
給
資
格
が
あ
り
、
ま
だ
児

童
手
当
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
万
は

す
ぐ
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
な
お
、
公
務
員
お
よ
び
三
公
社
に

勤
め
て
い
る
方
の
現
況
届
は
、
勤
務

先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し

い
こ
と
は
老
人
児
童
課
に
お
た
づ
ね

く
だ
さ
い
。

引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
債
券
を
担

保
と
す
る
事
業
資
金
の
貸
付
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
こ
の
貸
付
け
は
、
引
揚
者
特

別
交
付
金
団
膵
債
券
を
受
領
し
た
人
の

う
ち
、
事
業
資
金
を
必
要
と
す
る
人
に

対
し
、
そ
の
国
儀
を
担
保
と
し
て
資
金

を
融
通
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な

わ
れ
ま
す
。

貸
付
条
件
、
貸
付
方
法
な
ど
く
わ
し

い
こ
と
は
厚
生
課
に
お
た
づ
ね
く
だ
さ

い
。

青
少
年

珠
算
競
技
大
会

町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
要
領
で

青
少
年
珠
蓋
別
技
大
会
を
行
な
い
ま
す

の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
6
月
2
3
日
　
9
時
か
ら

◇
会
場
　
水
巻
町
々
民
会
館

◇
競
技
方
法

。
団
体
競
技
の
部
　
小
学
校
4
年
以

下
の
部
、
小
学
校
5
年
生
の
部
、

小
学
校
6
年
生
の
輿
中
学
生
の

部
。
種
目
競
技
の
部
　
小
学
生
の
部
、

中
学
生
の
部

。
個
人
競
技
の
部
　
小
学
生
の
部
、

中
学
生
の
部

。
読
上
暗
算
の
部
小
学
生
の
輿

中
学
生
の
部

・
リ
レ
ー
競
技
の
部

◇
申
込
期
限
　
6
月
1
5
日

◇
参
加
申
込
　
地
区
公
民
館
長

◇
問
合
せ
　
町
教
育
委
員
会
　
社
会
教

育

麻

（

電

6

9

1

1

0

4

0

3

）

へ

心
配
こ
と
相
談
（
6
月
1
6
・
2
6
日
開

催
予
定
）
の
日
程
を
次
の
と
お
り
変
更

し
ま
し
た
。

◇
日
時
　
6
月
1
7
日
・
2
7
日
、
時
間
は

い
づ
れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分
ま
で

◇
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館

閲
日
田

香
典
返
し
と
し
て
つ
ぎ
の
万
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
へ
こ
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

故
　
副
田
ナ
ツ
殿
　
副
田
紀
一
郎
殿

故
　
原
コ
ト
子
穀
　
原
　
　
正
殿

故
　
森
山
良
書
殿
　
森
山
知
恵
子
穀

老
人
い
こ
い
の
家
の
備
品
・
設
備
な

ど
、
多
鶴
の
こ
寄
贈
に
対
し
て
。
越
智

玉
久
（
故
イ
ト
）
殿
へ
。

ま
ず
食
生
活
の
改
善
か
ら

高
血
圧
教
室
へ
ご
参
加
を

次
の
日
程
で
高
血
圧
教
室
を
開
き
ま

す
。最

近
ふ
え
て
い
ま
す
高
血
圧
症
の
予

防
と
治
療
に
は
、
日
常
の
食
生
活
こ
そ

も
っ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。
現
在
元
気

な
方
も
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
6
月
1
9
日
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5

時
3
0
分

◇
場
所
　
遠
賀
保
健
所
　
栄
養
指
導
室

◇
内
容

1
　
血
圧
測
定

2
　
食
生
活
指
導
（
高
血
圧
の
食
事

に
つ
い
て
・
減
塩
食
の
調
理
実
習

と
試
食
）

◇
料
金
　
無
料

育
児
指
導
と

家
族
計
画
相
談

◇
日
時
　
6
月
2
1
日
　
1
0
時
～
1
2
時

◇
場
所
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容

1
　
乳
児
に
つ
い
て
（
育
児
指
導
、

身
長
・
体
重
測
定
）

2
　
家
族
計
画
相
談
指
導
（
避
妊
館

員
・
薬
品
も
若
干
準
備
し
て
い
ま

す
。
）

◇
料
金
　
無
料

みんなで歌お　う
ヤングのための歌声広場

（車と　き　6月23日15時－′18時　　　伴奏とともに、みんなで楽しく欧
（参ところ　水巻町民会館ホール　　　うヤングのつどいです。一人が一

このつどいは、欧の好きな若者　　人の友をさそってどうぞ。
が一堂に集まり、フォークソング　　○主催　コーラスサークル　いず
．ポピュラーソング・日本や世界　・み全　○後援　水巻町公民館・水
の歌をギターやアコーディオンの　　巻町青年団体協議会
チ　　　　　エ′　　　　　ヱタ　　　　　だ　　　　Ｊｌｒ　　　　　－…Ｊ

医在宅

一

票

を

た

い

せ

　

つ

に

′

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

7
月
7
日
午
前
7
時
～
午
後
7
時

選
挙
の
主
な
日
程

◇
6
月
1
4
日
～
7
月
6
日
　
不
在
者
投

票
の
で
き
る
期
間

◇
6
月
1
4
日
～
6
月
1
8
日
　
選
挙
人
名

辞
の
縦
覧
期
間

◇
7
月
7
日
（
午
前
7
時
～
午
後
7

時
）
投
票
日

※
投
票
す
る
資
格
の
あ
る
人

①
　
7
月
7
日
で
2
0
歳
に
達
す
る
人

（
昭
和
2
9
年
7
月
8
日
以
前
に
出

生
し
た
人
）

⑨
　
昭
和
4
9
年
3
月
1
2
日
以
前
に
転

入
届
け
出
を
さ
れ
た
人
。

日．1・ｌｌｌｔ・．．りｌ．・．川　ｌいＩｌｈ．・・ｌｌＰ・．ｌｌｌ．．．

ｒｌ…・・値ｔ・…・値仙日曜

巨月16日渡辺医院外　科頃末69ト26可
23日　長谷川医院　眼　　科　樋口　69ト1017書

き　30日坂口医院婦人科頃末69ト2943き

主、二、、ご‥∴∴：こ－‥一つ
ｉいたしません0　　　　　　　　　ミ
ｑＨｌノｌ．ＪヽノＩｌｌｌｌｌノヽＪヽ．′．‖ｌｌＪヽ′）・ＩＨｌｌ－～〉＝ｌｌｌ′ヽ′し′ＭＩｈ′ヽ′、、′ＨｌＩｌノヽノヽ′川ｍノヽ人ノＩｌ川ｌノ））ｌｌ‖ｌ．≡

□
　
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室
∴
電
　
話
　
6
0
1
－

ロ
　
印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


